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interim analysis of post-marketing surveillance, ⼀般ビデオ演題, 第111回⽇本泌尿器科学会総会, 2024.4.27, パシフィコ横浜, 横浜

国内学会発表 29 永⽥ 政義, 野澤昌弘,  城武卓,  佐塚智和,  濵本周造,  沼倉⼀幸,  溝上敦, 近藤恒徳, 内藤整,  安部崇重, ⼤庭康司郎, ⽊村剛, ⼭本理奈, ⼭⼝勝⼰, 植村天受, ニボル
マブ+イピリムマブ投与後の臨床検査値変動と腫瘍縮⼩効果:J-ENCORE, ⼀般⼝演14, 第62回⽇本癌治療学会学術集会, 2024.10.23, 福岡コンベンションセンター, 福岡

国内学会発表 30 Kosuke Kitamura　Yuto Miyoshi　Fumitaka Shimizu　Satoru Muto　Shigeo Horie , What is needed to make robot-assisted radical cystectomy with 
intracorporeal　 urinary diversion (ICUD) a safe procedure, 第111回⽇本泌尿器科学会総会, パシフィコ横浜, 2024年4⽉25⽇（⽊）〜27⽇（⼟）

国内学会発表 31
KITAMURA KOSUKE , Miyoshi Yuto , Omae Gento , Yamazaki Mai , Mizushima Kazuhiko ,Nonami Takahiro , Sakamoto Yoshiro , Muto Satoru , Horie 
Shigeo, The real-world outcome and safety of upfront therapy in metastatic hormone-sensitive prostate cancer, 第62回⽇本癌治療学会学術集会, 福岡
国際会議場、マリンメッセ福岡A館、福岡サンパレス, 2024年10⽉24⽇（⽊）〜 26⽇（⼟）

国内学会発表 32 北村 ⾹介　三好 悠⽃　清⽔ 史孝　武藤 智　堀江 重郎, Vesica Ileale Padovana (VIP)法による体腔内新膀胱造設術(ICUD-neobladder)の検討, 第37回⽇本内視鏡外
科学会総会, 福岡国際会議場、マリンメッセ福岡B館、福岡サンパレス, 2024年12⽉5⽇（⽊）〜7⽇（⼟）

国内学会発表 33 知名俊幸,Body mass index (BMI)がロボット⽀援腹腔鏡下前⽴腺全摘徐術に与える影響,第38回⽇本泌尿器内視鏡ロボティクス学会,幕張メッセ,2024年11⽉30⽇

国内学会発表 34 家⽥健史, 進⾏性膀胱癌に対する膀胱動注化学療法の検討. 第25回　ホルモンと癌研究会, 久留⽶, 2024年6⽉29⽇

国内学会発表 35 家⽥健史, 進⾏性膀胱癌に対する膀胱動注化学療法の検討. 第89回　⽇本泌尿器科学会東部総会, ⼭形, 2024年10⽉5⽇



国内学会発表 36 ⻑屋直哉、⾻髄癌腫症を伴う前⽴腺癌に初期治療として化学療法、アンドロゲン除去療法、アンドロゲン受容体シグナル阻害薬が奏功した症例、第25回ホルモンと癌研究会、 久留⽶
⼤学筑⽔会館、2024年6⽉29⽇

国内学会発表 37 ⻑屋直哉、前⽴腺癌の転移におけるCXCR3の役割︓リンパ節転移への影響、第28回⽇本がん分⼦標的治療学会、 有明セントラルタワー ホール＆カンファレンス 、2024年6⽉19⽇
〜20⽇

国内学会発表 38 平松⼀平、北出真理、河村和弘、⼩林　睦、村上圭祐、川崎　優、武内詩、柳原康、落合阿沙⼦、板倉敦、辻村　晃、⼤学病院における男性妊活外来の需要を考察する、第158
回関東⽣殖医学会（東京都　⼤⽥区産業プラザ　2024年6⽉１⽇）

国内学会発表 39 平松⼀平、北出真理、河村和弘、⼩林睦、村上圭祐、川崎優、武内詩織、柳原康穂、岡⽥由貴⼦、落合阿沙⼦、板倉敦夫、⽩川智也、河野春奈、辻村 晃、堀江重郎、男性妊
活外来、新規⽴ち上げ後1年間の報告、第43回⽇本アンドロロジー学会（東京駅　サピアタワービル　2024年6⽉10⽇）

国内学会発表 40 ⽯川圭祐、　当院泌尿器科における9年間の漢⽅製剤の処⽅実態　第40回　泌尿器科漢⽅研究会学術集会　神⼾　2024.6.22

国内学会発表 41 ⽯川圭祐　　夜間頻尿に対するデスモプレシンの治療効果予測因⼦の検討　第31回　⽇本排尿機能学会　福島・郡⼭　2024.9.6

国内学会発表 42 ⼩笠⼤起, 多発性嚢胞腎ハイボリュームセンターにおける⽣体腎移植, 第57回　臨床腎移植学会, 名古屋, 2024年1⽉16⽇

国内学会発表 43 ⼩笠⼤起, 多発性嚢胞腎ハイボリュームセンターにおける⽣体腎移植, 第39回　腎移植⾎管外科研究会, ⼤阪, 2024年6⽉14⽇

国内学会発表 44 ⼩笠⼤起, ⾎管腫との鑑別に苦慮した前⽴腺癌⾻転移の1例, 第25回　ホルモンと癌研究会, 久留⽶, 2024年6⽉29⽇

国内学会発表 45 ⼩笠⼤起, 腎移植時に摘出された嚢胞腎より偶発的に悪性所⾒を認めた2例, 第10回　⽇本泌尿器腫瘍学会, 博多, 2024年10⽉26⽇

国内学会発表 46 ⼩笠⼤起, 画像解析から⾮温存を選択した複数腎動脈グラフトが術後腎機能に及ぼす影響の検討, 第38回 ⽇本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会, 2024年11⽉30⽇

国内学会発表 47 ⽊村僚喜 他,PKD1 Mutation Is a Biomarker for Autosomal Dominant Polycystic Kidney Disease,第111回⽇本泌尿器科学会総会,横浜,2024年4⽉27⽇

国内学会発表 48 ⽊村僚喜 他, MSI-high陽性の転移性去勢抵抗性前⽴腺癌患者に 対してPembrolizumabが著効した1例,⽇本泌尿器腫瘍学会 第10回学術集会,博多,2024年10⽉26⽇

国内学会発表 49 ⽊村僚喜 他,膀胱原発パラガングリオーマに対するロボット⽀援下膀胱部分切除術, 第38回⽇本泌尿器内視鏡学会総会,幕張,2024年11⽉28⽇

国内学会発表 50 ⽩川智也, Efficacy of deferred cytoreductive nephrectomy after drug therapy for metastatic renal cell carcinoma, 第111回⽇本泌尿器科学会総会, パシフィ
コ横浜, ポスター, 2024年4⽉25⽇

国内学会発表 51 ⽩川智也，男性更年期症状を有する患者に対するタブレット端末を利⽤した実態調査，第24回⽇本抗加齢医学会総会，熊本城ホール，⼀般⼝演，2024年5⽉31⽇

国内学会発表 52 ⽩川智也，テストステロン補充療法が継続困難となったLOH症候群患者に対して柴胡加⻯⾻牡蛎湯が効果的であった⼀例，第40回泌尿器科漢⽅研究会学術集会，神⼾ファッショ
ンマート，⼀般⼝演，2024年6⽉22⽇

国内学会発表 53 ⽩川智也，男性更年期症状を有する患者に対するタブレット端末を利⽤した実態調査，第24回⽇本メンズヘルス医学会，旭川市⼤雪クリスタルホール，⼀般⼝演，2024年9⽉21
⽇

国内学会発表 54 ⽩川智也，MRI-超⾳波融合ガイド下前⽴腺針⽣検の成績と効果-順天堂医院における223例のリアルワールドデータ，⽇本泌尿器腫瘍学会第10回学術集会，JR九州ホール，ポ
スター，2024年10⽉26⽇



国内学会発表 55 Yoshihiro Ikehata, Makoto Komazawa, Reo Hamaguchi, Hisamitu Ide, Nobuhiro Handa, Shigeo Horie, Investigation of the association between 
pathological grade and heart rate variability in prostate cancer using wearable heart rate sensor 第111回⽇本泌尿器科学会総会 2024年4⽉26⽇

国内学会発表 56 Yoshihiro Ikehata, Makoto Komazawa, Reo Hamaguchi, Hisamitu Ide, Nobuhiro Handa, Shigeo Horie, 前⽴腺癌の悪性度とデジタルバイオマーカーの関連の検討 
第24回⽇本抗加齢医学会総会 2024年6⽉1⽇

国内学会発表 57 池端嘉裕, 佐野肇美, 駒澤真⼈, 浜⼝玲央, 井⼿久満, 半⽥宣弘, 堀江重郎, 前⽴腺癌におけるアンドロゲン除去療法が⼼拍変動に及ぼす影響 第25回 ホルモンと癌研究会 
2024年6⽉29⽇

国内学会発表 58 池端嘉裕, 佐野肇美, 駒澤真⼈, 浜⼝玲央, 井⼿久満, 半⽥宣弘, 堀江重郎, デジタルバイオマーカーを⽤いた前⽴腺癌ホルモン療法におけるテストステロンと⾃律神経機能の変化の
検討 メンズヘルス医学会 2024年9⽉21⽇

国内学会発表 59 三⼾統、修正Valvidia体位におけるセミラテラルオペレーションシステムの有⽤性の検討、第38回⽇本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会総会、幕張メッセ、2024年11⽉30⽇

国内学会発表 60 安宅勇⼈, ⾎⼩板減少を伴う転移性前⽴腺癌に対してトリプレット療法が著効した1例,⽇本⽇本泌尿器腫瘍学会. 第10回, 福岡, 2024年10⽉27⽇

国内学会発表 61 ⽇⽐佑⾹,筋層浸潤を有する膀胱原発⼩細胞癌に対し、術前補助化学療法が著効した1例,第664回⽇本泌尿器科学会東京地⽅会,御茶ノ⽔ソラシティ,2024年6⽉22⽇

区分 番号 ー 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 DOI 国際共同

特別講演・
招待講演 1 辻村　晃、加齢男性性腺機能低下症候群(LOH 症候群)の症状と治療、企画シンポジウム6、男⼥の更年期、第17回⽇本性差医学・医療学会　学術集会、（広島市 2024年1

⽉28⽇）
特別講演・
招待講演 2 辻村　晃、男性⽣殖⽣理・⽣殖内分泌　⼀般治療各論、⽇本⽣殖医学会2024年度⽣殖医療従事者講習会、ビデオセミナー、（東京都 2023年4⽉23⽇）

特別講演・
招待講演 3 辻村　晃、いよいよ登場 男性不妊症診療ガイドライン、第111回⽇本泌尿器科学会総会　アップデートシリーズ、（横浜市 2024年4⽉27⽇）

特別講演・
招待講演 4 辻村　晃、テストステロンと肥満・メタボリックの関係、第15回抗加齢内分泌研究会、（東京都 2024年9⽉1⽇）

特別講演・
招待講演 5 辻村　晃、更年期男性の排尿パターンに関する検討、第31回⽇本排尿機能学会イブニングセミナー（郡⼭市 2024年9⽉5⽇）

特別講演・
招待講演 6 辻村　晃、性機能障害に関する全国実態調査ー詳細報告ー、特別報告、⽇本性機能学会第34回学術総会、（東京都 2024年9⽉14⽇）

特別講演・
招待講演 7 辻村　晃、ショートレクチャー「性被害の実態と防⽌対策」、男性性被害泌尿器科領域における性被害の実態と防⽌対策、⽇本性機能学会第34回学術総会、（東京都 2024年9⽉

15⽇）
特別講演・
招待講演 8 辻村　晃、男性不妊症の現状と最近の知⾒、シンポジウム3　男性不妊症に対する最新の⽣殖医療、第76回⻄⽇本泌尿器科学会総会、（佐賀市 2024年11⽉1⽇）

特別講演・
招待講演 9 辻村　晃、男性不妊症の現状と診療ガイドライン、教育講演5、第69回⽇本⽣殖医学会学術講演会・総会、（名古屋市 2024年11⽉14⽇）

特別講演・
招待講演 10 中川由紀　モーニングセミナー腎移植後貧⾎管理とHIF-PH阻害薬の効果について　 58回⽇本臨床腎移植学会2025.2.７ 広島

特別講演・
招待講演 11 中川由紀 TRACER シンポジウム　臓器移植データベースの悉皆性の担保と臨床応⽤のためのシステム開発研究 58回⽇本臨床腎移植学会2025.2.８ 広島

特別講演・
招待講演 12 中川由紀　シンポジススト2024年度 ダイバーシティシンポジウム「⾶翔するニューリーダーの姿」2⽉20⽇（⽊曜⽇）2025,10:00~12:10（計120分）オンライン

特別講演・
招待講演 13 中川由紀︔シンポジウム「腎提供のチカラ︓移植医療の普及を⽬指す普遍的ない使命」⽣体腎移植ドナーの予後を担保する　第39回腎移植・⾎管外科研究会　　6.27〜28　（⾦

〜⼟）　2024. ⼤阪



特別講演・
招待講演 14 中川由紀 腎移植後CMV感染症の現状　2024/9/13　第60回⽇本移植学会総会ランチョンセミナー. ⻑崎

特別講演・
招待講演 15 中川由紀 TRACER シンポジウム　臓器移植データベースの悉皆性の担保と臨床応⽤のためのシステム開発研究 9⽉15⽇（⽊）2024　第60回⽇本移植学会総会　⻑崎

特別講演・
招待講演 16 井⼿久満　男性更年期障害　社会に潜む⾒過ごされがちな健康課題　⽇本抗加齢医学会専⾨医指導⼠認定委員会主催　研修⽤講習会　東京　２０２４年１２⽉１５⽇

特別講演・
招待講演 17 井⼿久満　男性更年期障害について 第33回神奈川泌尿器科診療所懇話会 横浜　2024年9⽉7⽇

特別講演・
招待講演 18 井⼿久満ほか　市⺠公開講座「男性更年期障害を知ろう︕」　第２４回⽇本メンズヘルス医学会　旭川　２０２４年９⽉２2⽇

特別講演・
招待講演 19 井⼿久満　男性の更年期障害　令和6年度 ⽇本産業衛⽣学会関東産業医部会産業医研修会 東京慈恵会医科⼤学　2024年12⽉21⽇（⼟）

特別講演・
招待講演 20 井⼿久満　late-onset hypogonadism（LOH）症候群と男性更年期障害　第１８回⽇本性差医学医療学会　熊本　２０２５年１⽉１２⽇

特別講演・
招待講演 21 永⽥ 政義, ｽﾎﾟﾝｻｰﾄﾞｾﾐﾅｰ1, 変わりゆく前⽴腺癌治療のARSiの役割, ⽇本⼈におけるmCSPCの治療選択と求められる患者マネジメント「⾼齢化社会におけるSDM(Shared 

Dicision-Making)」, 第111回⽇本泌尿器科学会総会, 2024.4.25, パシフィコ横浜, 横浜
特別講演・
招待講演 22 永⽥ 政義, エビデンスから考える転移性腎細胞がん治療戦略 -⾮淡明細胞型腎がん nccRCCを中⼼に- , ランチョンセミナー8, 第89回⽇本泌尿器科学会東部総会, 2024.10.5, 

やまぎん県⺠ホール, ⼭形
特別講演・
招待講演 23 永⽥ 政義, 前⽴腺がんの薬物治療選択「リアルワールドデータ(RWD)から考える去勢抵抗性前⽴腺がん(mCRPC)治療選択」, ｽﾎﾟﾝｻｰﾄﾞｾﾐﾅｰ5, ⽇本泌尿器腫瘍学会 第10回学

術集会, 2024.10.27, JR九州ホール, 福岡
特別講演・
招待講演 24 永⽥ 政義, 進⾏転移性前⽴腺がんへのPSMA 画像診断からPSMA標的治療、そしてリキッドバイオプシーの展望, 教育ｾﾐﾅｰ2, 第39回 前⽴腺シンポジウム, 2024.12.15, ｺﾝｸﾞﾚｽｽ

ｸｴｱ⽇本橋, 東京
特別講演・
招待講演 25 ⽯川圭祐、　男性⼒アップを⽬指して〜ビッグリアルワールドデータから考察するメンズヘルス診療の現状と展望〜　⽇本アンドロロジー学会第43回学術⼤会　東京　2024/6/8

特別講演・
招待講演 26 ⽯川圭祐　　LOH症候群患者に対するテストステロン補充療法が排尿に与える影響　第31回　⽇本排尿機能学会　福島・郡⼭　2024.9.7

特別講演・
招待講演 27 ⽯川圭祐　　⼀般泌尿器科医が知っておくべきアンドロゲンの重要性:LOH診療のPitfall　テストステロン正常でもLOH症状を有する患者の治療どうする?Up-to-date　第89回　⽇本泌

尿器科学会東部総会　⼭形 2024.10.5
特別講演・
招待講演 28 永島 優⽣, 下部尿路症状に対する診療マネジメント, ⽥⽅医師会学術講演会, ホテルサンバレー富⼠⾒, 2024年12⽉19⽇

特別講演・
招待講演 29 脇⽥春彦, 前⽴腺がんの個別化治療を考える, 千葉⻄部エリア若⼿泌尿器科医師の会, 千葉, 2024年6⽉20⽇

特別講演・
招待講演 30 脇⽥春彦, レンバチニブ+ペムブロリズマブ併⽤療法 使⽤経験からの考察, Urologic Cancer Seminar in URAYASU, 千葉, 2024年10⽉30⽇

特別講演・
招待講演 31 ⽩川智也，タブレット端末を⽤いた男性更年期症状の実態調査と治療の解析，第24回⽇本メンズヘルス医学会，旭川市⼤雪クリスタルホール，シンポジウム，2024年9⽉21⽇

特別講演・
招待講演 32 ⽩川智也，中⾼年男性の健康を守る︓LOH症候群の治療とその実際-順天堂医院のアプローチ，第24回⽇本メンズヘルス医学会，旭川市⼤雪クリスタルホール，セミナー，2024

年9⽉22⽇
特別講演・
招待講演 33 安野雄太, 当院におけるPI-RADS version2.1と前⽴腺⽣検結果との⽐較, 第6回 Urology & Radiology Meeting, 千葉, 2024年6⽉19⽇

特別講演・
招待講演 34 安宅勇⼈, 泌尿器科医が実践する在宅医療の魅⼒,泌尿器領域の医療とケア研究会,　京王プラザ,　2024年11⽉6⽇


